
第１章

大洲市の概要と歴史
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第
一
節

位
置
と
地
勢

大
洲
市
は
四
国
の
北
西
部
に
位
置
し
、
北
方
は
瀬
戸
内
海
、
西
方
は
豊
後
水
道
に

そ
れ
ぞ
れ
十
数
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
市
域
二
四
〇
・
九
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
市
街
地
の
中
央
を
肱
川
が
蛇
行
し
て
流
れ
、
古
来
よ
り
氾
濫
を
繰
り
返
し
な
が
ら

肥
沃
な
盆
地
を
形
成
し
て
き
た
。
肱
川
の
河
口
か
ら
大
洲
城
跡
ま
で
の
距
離
は
約
一

八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
水
面
の
高
さ
は
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
河
口
へ
向
け
て
水
は
緩

や
か
に
流
れ
る
。
流
域
面
積
は
一
、
二
一
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
全
国
五
十
五
位

で
は
あ
る
が
、
支
流
の
数
は
四
百
七
十
四
本
で
全
国
五
位
と
な
る
。
四
国
山
地
よ
り

流
れ
下
る
水
を
集
め
て
、
太
古
よ
り
舟
運
が
発
達
し
て
い
た
。

江
戸
時
代
の
初
め
ま
で
大
津
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
の
地
は
、
川
の
港
と
し
て
肱
川

の
物
資
が
集
積
す
る
経
済
の
中
心
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
や
が
て
、

近
代
に
入
り
河
口
の
長
浜
よ
り
鉄
道
が
布
設
さ
れ
、
道
路
の
整
備
が
始
ま
る
と
、
次

第
に
舟
運
は
廃
れ
て
い
っ
た
。

現
在
は
、
鉄
道
に
お
い
て
は
予
讃
線
の
海
ま
わ
り
、
山
ま
わ
り
の
結
節
点
と
な
り
、

道
路
網
も
国
道
五
六
号
、
一
九
七
号
、
四
四
一
号
の
ほ
か
、
松
山
自
動
車
道
大
洲
イ

ン
タ
ー
、
大
洲
北
只
イ
ン
タ
ー
な
ど
を
有
す
る
陸
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
位
置
に

あ
る
。

気
候
は
温
暖
で
は
あ
る
が
、
内
陸
性
盆
地
気
候
で
最
高
気
温
と
最
低
気
温
の
温
度

差
が
大
き
く
、
特
に
晩
秋
か
ら
早
春
に
か
け
て
発
生
す
る
霧
は
、
盆
地
を
覆
い
尽
く

し
水
墨
画
さ
な
が
ら
の
景
色
を
つ
く
り
だ
す
。
大
洲
盆
地
は
、
市
域
の
約
七
〇
％
を

占
め
る
標
高
五
〇
〜
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
や
山
地
に
取
り
囲
ま
れ
、
早
朝
に
高

い
山
に
登
る
と
雲
海
の
景
色
を
臨
む
こ
と
が
で
き
る
。

人
口
は
、
平
成
十
二
年
の
国
勢
調
査
で
三
九
、
〇
一
一
人
、
平
成
七
年
の
調
査
と

比
較
す
る
と
七
四
人
の
微
増
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
六
十
五
歳
以
上
の
占
め
る
高
齢

化
率
は
、
平
成
十
六
年
度
に
お
い
て
二
三
・
六
％
に
及
ん
で
い
る
。

産
業
は
、
総
生
産
構
成
比
に
お
い
て
、
第
一
次
産
業
二
・
八
％
、
第
二
次
産
業
二

五
・
二
％
、
第
三
次
産
業
七
二
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
域
の
大
部
分
を
農
林

業
用
地
が
占
め
て
い
る
。

平
成
十
七
年
一
月
十
一
日
、
大
洲
市
は
周
辺
の
喜
多
郡
長
浜
町
、
肱
川
町
、
河
辺

村
と
合
併
し
て
新
し
い
大
洲
市
と
な
る
。
総
面
積
四
三
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人

口
五
二
、
七
〇
〇
人
の
新
市
が
誕
生
す
る
。
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第
二
節

歴

史

大
洲
で
は
、
肱
川
に
育
ま
れ
た
肥
沃
な
土
地
に
太
古
よ
り
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
。

そ
の
歴
史
は
、
縄
文
早
期
に
ま
で
遡
る
。
新
谷
地
区
田
合
遺
跡
か
ら
は
、
押
型
文
土

器
片
が
出
土
し
て
い
る
。
古
代
遺
跡
の
分
布
は
、
市
内
各
所
に
及
ん
で
い
る
が
、
弥

生
時
代
の
土
器
片
の
出
土
が
著
し
い
。

大
洲
で
は
古
代
に
お
い
て
独
自
の
文
化
が
開
花
し
て
い
た
。
昭
和
三
年
の
調
査
に

お
い
て
、
鳥
居
龍
蔵
氏
が
『
東
洋
一
の
メ
ン
ヒ
ル
』
と
称
し
た
高
山
の
立
石
の
ほ
か

規
模
は
小
さ
い
が
菅
田
町
宇
津
に
も
立
石
が
あ
る
。
ま
た
、
冨
士
山
山
頂
付
近
に
は
、

『
盤
珪
座
禅
石
』
と
称
さ
れ
る
ド
ル
メ
ン
状
の
巨
石
が
現
存
し
、
こ
れ
ら
は
大
洲
盆

地
の
東
端
に
あ
る
神
南
山
の
西
側
の
山
頂
に
向
け
て
立
っ
て
い
る
。
古
代
に
お
い
て
、

神
南
山
の
西
の
頂
が
信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
巨
石
遺
跡
と
は
別
に
、
当
地
方
は
日
本
神
話
に
登
場
す
る
少
彦
名
の
終
焉
の

地
と
し
て
の
伝
説
が
残
り
、
現
在
で
も
少
彦
名
を
祭
る
神
社
が
数
社
存
在
す
る
。
残

念
な
が
ら
、
こ
の
神
話
と
古
代
遺
跡
と
の
因
果
関
係
は
詳
ら
か
で
な
い
。

文
献
で
の
当
地
方
の
地
名
の
初
見
は
、
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
の
こ
と
で
、『
三
代

実
録
』
に
宇
和
郡
か
ら
大
洲
地
方
の
喜
多
郡
が
分
立
し
た
と
あ
る
。『
倭
名
類
聚
抄
』

で
は
、
喜
多
郡
に
属
す
る
郷
は
矢
野
、
久
米
、
新
屋
の
三
郷
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
さ

ら
に
、
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
の
正
倉
院
文
書
に
は
、
東
大
寺
、
寺
領
伊
予
国
の
封

戸
等
の
租
庸
調
に
つ
い
て
の
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
伊
予
国
の
封
戸
が
一
〇
〇

戸
か
ら
二
〇
〇
戸
に
増
加
し
、
そ
の
増
え
た
分
が
喜
多
郡
の
一
〇
〇
戸
で
あ
っ
た
と

あ
り
、
当
時
こ
の
地
方
の
民
力
が
充
実
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
頃
、
藤
原

純
友
に
よ
る
承
平
・
天
慶
の
乱
が
起
こ
り
、『
日
本
紀
略
』
に
よ
る
と
承
平
四
年
（
九

三
四
）
に
海
賊
が
喜
多
郡
不
動
穀
を
略
奪
す
る
と
の
記
述
が
あ
る
。
天
慶
二
年
（
九

三
九
）、
純
友
追
討
の
殊
功
に
よ
り
国
司
に
命
ぜ
ら
れ
た
天
智
天
皇
の
孫
で
あ
る
喜
良

喜
命
が
勧
請
し
た
祇
園
神
社
は
、
現
在
で
も
南
予
地
方
の
神
社
と
し
て
信
仰
を
集
め

て
い
る
。

中
世
に
入
り
、
宇
都
宮
豊
房
が
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
伊
予
の
国
の
守
護
を
命

じ
ら
れ
、
翌
元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）
に
大
津
地
蔵
ヶ
嶽
に
城
を
築
い
た
。（『
日
光

山
並
当
社
縁
起
』
に
よ
る
）
こ
れ
が
現
在
の
大
洲
城
の
始
ま
り
と
考
え
ら
れ
る
。
以

来
、
戦
国
末
期
の
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
ま
で
の
二
三
七
年
間
宇
都
宮
氏
の
居

城
で
あ
っ
た
。

戦
国
時
代
の
伊
予
の
勢
力
は
、
大
洲
の
北
の
道
後
湯
築
城
に
数
百
年
の
歴
史
を
も

つ
河
野
氏
が
お
り
、
大
洲
の
南
に
は
南
北
朝
期
に
京
都
よ
り
下
向
土
着
し
た
西
園
寺

氏
が
宇
和
黒
瀬
城
に
い
た
。
さ
ら
に
南
の
土
佐
に
は
応
仁
の
乱
後
下
向
し
て
戦
国
大

名
に
な
っ
た
一
条
氏
が
あ
っ
た
が
、
長
宗
我
部
氏
が
代
わ
っ
て
土
佐
を
統
一
す
る
と

と
も
に
、
四
国
全
土
の
統
一
に
乗
り
出
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
瀬
戸
内
海
を
介
し
て

伊
予
の
北
に
は
中
国
統
一
を
は
か
る
毛
利
氏
、
伊
予
の
西
に
は
豊
後
の
大
友
氏
と
い

う
大
き
な
勢
力
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
間
に
あ
っ
て
大
洲
の
城
に
拠
る
宇
都
宮
氏
は
、

周
辺
諸
勢
力
と
或
い
は
結
び
、
或
い
は
攻
め
ら
れ
る
、
複
雑
な
情
勢
の
な
か
で
か
ろ

う
じ
て
生
き
長
ら
え
て
い
た
。
し
か
し
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
河
野
・
毛
利

な
お
し
げ

連
合
軍
に
敗
れ
、
城
は
河
野
の
部
将
大
野
直
昌
が
預
か
っ
た
。

天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）、
秀
吉
は
四
国
平
定
を
果
た
し
た
。
こ
の
戦
い
で
、
大

洲
城
で
は
、
大
野
直
昌
の
弟
直
之
が
小
早
川
・
吉
川
連
合
軍
に
敗
れ
た
。
戦
後
、
小

早
川
隆
景
は
、
伊
予
三
十
五
万
石
を
与
え
ら
れ
湯
築
城
を
居
城
と
し
、
大
洲
城
は
枝

城
と
な
っ
た
。

小
早
川
隆
景
が
九
州
に
転
封
と
な
っ
た
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）、
戸
田
勝
隆
が

宇
和
・
喜
多
郡
十
六
万
石
に
封
ぜ
ら
れ
主
城
を
大
洲
と
し
た
。
板
島
、
松
葉
、
黒
瀬

の
各
城
に
は
城
代
を
置
い
た
。

4

／大洲城復元報告書２００５．１１／本文－１～８章／第１章　Ｐ１～６  2004.12.25 13.15.45  Page 4 

4



文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
に
朝
鮮
で
病
死
し
た
戸
田
勝
隆
の
後
を
受
け
、
文
禄
四

年
（
一
五
九
五
）
六
月
に
藤
堂
高
虎
が
宇
和
郡
板
島
七
万
石
の
城
主
と
し
て
封
ぜ
ら

う
け
な

れ
た
。
併
せ
て
宇
和
、
喜
多
、
浮
穴
各
郡
約
六
万
六
千
石
の
蔵
入
り
代
官
を
命
じ
ら

れ
た
。
高
虎
は
、
入
府
と
同
時
に
板
島
丸
串
城
の
築
城
に
取
り
掛
か
る
と
と
も
に
、

板
島
に
城
代
を
置
き
、
大
洲
城
を
居
城
と
し
た
。
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）、
朝
鮮
半

か
ん
は
ん

島
よ
り
捕
虜
約
千
人
を
大
洲
城
下
に
連
れ
帰
る
が
、
そ
の
中
に
儒
学
者
姜
�
が
い
た
。

せ
い
か

後
に
藤
原
惺
窩
に
出
会
い
、
朱
子
学
を
教
え
る
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
高
虎
は
、

い
ま
ば
り
こ
く
ぶ

関
ヶ
原
の
戦
い
の
功
績
に
よ
り
今
張
国
分
山
城
を
追
増
さ
れ
二
十
万
石
と
な
り
、
慶

長
六
年
（
一
六
〇
一
）
渡
辺
勘
兵
衛
に
喜
多
・
浮
穴
の
内
二
万
石
を
与
え
た
。
さ
ら

に
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
は
今
治
城
の
普
請
を
始
め
、
大
洲
に
は
藤
堂
高
吉

を
城
代
に
据
え
る
。
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
奉
行
田
中
林
斎
は
、
命
を
受
け
て
城

下
に
塩
屋
町
を
創
設
し
た
商
人
に
、
褒
状
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
次
第
に

大
洲
が
城
下
町
と
し
て
の
体
勢
を
整
え
始
め
た
。

一
説
に
よ
る
と
高
虎
は
、
朝
鮮
半
島
へ
の
出
兵
及
び
瀬
戸
内
南
西
地
域
の
守
り
の

た
め
に
秀
吉
に
よ
り
遣
わ
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
肱
川
は
、
今
で
は
水
深
が
浅
く
想

像
し
難
い
が
、
か
つ
て
は
日
常
的
に
川
船
や
筏
が
行
き
交
う
流
通
の
動
脈
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
物
資
の
集
積
地
と
し
て
、
四
国
西
部
の
要
衝
と
し
て
大
洲
城
の
地
位
は
、

確
た
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）、
高
虎
は
、
伊
賀
一
国
及
び
伊
勢
の
う
ち
合
わ
せ
て
二

あ

の

つ

十
二
万
石
で
伊
勢
安
濃
津
城
へ
移
っ
た
。
翌
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）、
淡
路
洲
本

か
ざ
は
や

城
よ
り
高
虎
と
同
じ
近
江
出
身
の
脇
坂
安
治
が
喜
多
、
浮
穴
、
風
早
三
郡
に
お
い
て

五
万
三
千
五
百
石
を
与
え
ら
れ
、
大
津
城
を
居
城
と
し
た
。
こ
れ
は
、
高
虎
の
後
、

瀬
戸
内
対
岸
の
福
島
正
則
に
対
す
る
備
え
で
あ
っ
た
と
解
す
る
見
方
も
あ
る
。
大
洲

で
は
高
虎
に
よ
り
、
既
に
城
下
と
し
て
の
町
割
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
。
脇
坂
氏
は
、

給
人
所
法
度
や
庄
屋
体
制
を
確
立
し
、
大
洲
藩
で
の
近
世
的
封
建
制
度
の
体
制
づ
く

り
を
ほ
ぼ
形
付
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
脇
坂
氏
は
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
五
万

五
千
石
で
信
濃
飯
田
城
主
と
し
て
移
る
。
そ
の
後
播
州
龍
野
城
主
と
な
る
。

同
年
、
脇
坂
氏
に
代
わ
り
伯
耆
国
米
子
か
ら
加
藤
貞
泰
が
六
万
石
で
大
洲
城
に
入

城
。
以
来
、
加
藤
氏
の
治
世
は
版
籍
奉
還
ま
で
続
く
。
加
藤
氏
入
城
の
際
に
は
、
城

郭
の
整
備
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

加
藤
氏
の
領
地
で
あ
る
六
万
石
は
、
当
初
喜
多
郡
及
び
浮
穴
郡
の
内
四
万
五
千
石
、

風
早
郡
の
内
八
千
石
、
桑
村
郡
の
内
六
千
四
百
石
、
摂
津
国
武
庫
郡
の
内
六
百
石
で

あ
っ
た
。
二
代
藩
主
泰
興
の
治
世
下
に
お
い
て
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
に
弟

直
泰
に
対
し
て
一
万
石
を
内
分
し
、
新
谷
藩
加
藤
家
が
誕
生
し
た
。
こ
の
内
分
に
あ

た
っ
て
は
、
大
洲
加
藤
家
は
六
万
石
の
ま
ま
で
、
新
谷
加
藤
家
も
知
行
一
万
石
の
大

名
家
と
し
て
の
格
式
を
与
え
ら
れ
た
。

泰
興
の
治
世
下
に
は
、
好
学
の
気
風
も
浸
透
し
て
い
っ
た
。
わ
が
国
で
の
陽
明
学

の
祖
で
あ
る
中
江
藤
樹
が
大
洲
を
離
れ
近
江
安
曇
川
に
帰
郷
し
た
後
、
藩
士
た
ち
は

藤
樹
に
教
え
を
請
う
た
め
に
藩
主
の
許
可
を
得
て
近
江
へ
赴
い
た
。
こ
の
気
風
は
脈
々

と
受
け
継
が
れ
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
は
藩
校
『
止
善
書
院
明
倫
堂
』
の
開

設
が
行
わ
れ
た
。

当
時
の
産
業
は
、
和
紙
と
木
蝋
の
生
産
が
主
産
業
で
あ
っ
た
。
農
作
物
を
原
料
に

し
て
加
工
し
製
品
を
作
り
上
げ
全
国
に
流
通
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
藩
の
重
要
な
財

源
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
代
に
入
り
、
欧
米
の
先
進
技
術
の
導
入
に
よ
り
次

第
に
こ
れ
ら
の
生
産
量
は
減
少
し
て
い
っ
た
。

版
籍
奉
還
を
終
え
明
治
に
入
る
と
、
行
政
組
織
の
枠
組
み
は
大
洲
県
及
び
新
谷
県
、

宇
和
島
県
、
神
山
県
と
改
称
し
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
現
在
の
愛
媛
県
と
な
る
。

市
町
村
も
合
併
を
繰
り
返
し
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
一
町
九
村
が
合
併

し
大
洲
市
が
誕
生
し
た
。
当
地
方
で
明
治
の
半
ば
に
確
立
さ
れ
た
近
代
製
糸
業
は
重

要
な
産
業
と
な
り
、
当
時
斜
陽
を
迎
え
て
い
た
和
紙
と
木
蝋
に
代
わ
っ
て
広
ま
っ
て
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い
っ
た
。
こ
の
頃
の
富
の
集
積
に
よ
り
、
町
中
の
商
家
が
次
第
に
建
て
か
え
ら
れ
て

い
っ
た
。
現
在
残
る
臥
龍
山
荘
や
大
洲
商
業
銀
行
社
屋
（
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
）
な
ど

は
、
明
治
三
十
年
か
ら
四
十
年
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
か
つ

て
の
城
下
で
あ
っ
た
肱
南
地
区
に
、
江
戸
時
代
の
町
割
が
今
で
も
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
る
の
は
、
明
治
の
交
通
量
が
江
戸
時
代
の
そ
れ
と
大
差
な
か
っ
た
た
め

と
想
像
で
き
る
。

大
洲
市
で
は
、
何
度
と
な
く
天
守
復
元
の
機
運
が
生
ま
れ
て
は
下
火
と
な
っ
て
き

た
。
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
に
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
事
業
で
検
討
さ
れ

た
鉄
筋
に
よ
る
復
元
計
画
は
、
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
最
後
の
も
の
と
な
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
後
か
つ
て
の
城
下
に
お
い
て
、
平
成
三
年
大
洲
商
業
銀
行
社
屋

（
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
）
の
改
修
、
平
成
五
年
肱
南
歴
史
の
道
整
備
事
業
に
よ
る
路
面

の
整
備
、
平
成
六
年
肱
川
護
岸
修
景
事
業
、
平
成
八
年
臥
龍
山
荘
改
修
な
ど
の
事
業

が
順
次
完
成
し
、
城
下
町
と
し
て
の
修
景
事
業
が
整
備
さ
れ
る
に
し
た
が
い
、
天
守

復
元
を
願
う
声
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
平
成
六
年
の
市
制
施
行
四
十
周
年
に
は
十
年

後
に
天
守
を
復
元
す
る
た
め
、
市
の
基
金
造
成
に
つ
い
て
市
議
会
で
可
決
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
天
守
完
成
を
前
に
し
て
、
大
洲
城
跡
付
近
約
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
都
市
公
園

と
し
て
都
市
計
画
決
定
し
、
当
地
方
の
固
有
の
歴
史
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
『
城
山
公
園
』
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
洲
城
天
守
復
元
事
業
は
、
今
ま
で
に
培
わ
れ
て
き
た
大
洲
の
歴
史
・
文
化
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
づ
く
り
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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